
 

令 和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 

北沢総合支所地域振興課 

 

世田谷区立羽根木区民集会所の地域主体による有効活用の検討状況について 

 

１ 主旨 

羽根木区民集会所は、令和３年に廃止、令和５年に売却の方向性を示したが、その後の

調整で課題が生じ、令和６年９月２日開催の本委員会において、当面は区民集会所として

の運営を継続しながら、これまで十分に議論・検討が行われていない地域主体の活動等に

よる有効活用の検討を進める旨を報告した。 

その後、住民説明会や地元町会等へのヒアリングを通じ、コロナ禍を経て、地域住民  

同士のつながりや地域活動間の連携が回復しにくい状況や、羽根木地域で新たに活動を 

始めるためのグループを組むことの難しさ、区民集会所や地域活動の認知度の低さ等の 

課題について、共通してご意見をいただいた。 

こうした地域課題の解決に資する区民集会所の有効活用策について、地域住民を対象と

したワークショップを実施したため、その検討状況及び今後の取組み案について報告する。 

 

２ ワークショップ「羽根木区民集会所 利活用作戦会議」の実施概要 

（１）目的 

羽根木区民集会所は、住宅地に設置された規模の小さな施設であり、マンションの一角に

あるため大きな音や振動を伴う活動が制限される等の要因に加え、コロナ禍の影響もあり

利用率が約２０％と低い状態が続いている。一方、地域が主体となったコミュニティ活動、

高齢者や子育て世代が気軽に足を運べる身近な憩いの場、多世代交流、学習の場、防災へ

の取組みなどの充実に向けて、区民集会所の有効活用を求めるご意見・ご要望もある。 

こうした経緯を踏まえ、住宅地の生活圏内で皆が身近に集まれる場所があることの大切

さを共有しながら、地域住民同士のつながりをつくり、交流と活動を生み出すための活用

方法等、地域主体による有効活用策について検討する。 

（２）対象 

 羽根木地域の住民、羽根木区民集会所の利用（希望）者など 

（３）実施内容   延べ５８人参加（20～30 代４人 40～50 代 18 人 60 代以上 36 人） 

第１回 第２回 第３回 

１１月９日（土） １１月２４日（日） １２月８日（日） 

羽根木地域のこんなつながり、

こんな活動 

「こんな使い方ができたら

いいな」を考えよう 

まずは「ここから」自分たちが

できるお試し活動を検討 

これからどんな活動やつながり

をつくりたい？ 

使い合う仲間や知り合いを

増やすには？ 

利活用計画をつくってみよう 

参加者：２６人 参加者：１６人 参加者：１６人 
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（４）ワークショップの実施結果（まとめ）  ※別紙１～３参照 

①羽根木区民集会所をとりまく様々な地域活動や地域資源・人材を可視化し共有した。 

地域内でこれから活動したいこと、区民集会所でできることの議論が活発に行われた。 

区民集会所を活用して新たに活動を始める際、まず５人以上のメンバーを集める必要が 

あることが課題となる。 

②新たな活動を生み出し発展させていくには、「ちょっとやってみたい」という活動を  

少人数からでも気軽に始め、活動の実践を通して仲間を増やし、けやきネット登録団体

に成長していく仕組みがあると望ましい。この仕組みを（仮称）「地域の部活動」とする。

地域住民による（仮称）「地域の部活動」運営組織を立ち上げ、区民集会所の利用枠の確保、

活動の周知、活動間の連携を地域主体で自主的に行えるとよい。 

 ③地域住民同士で、まずは「ここから」できる具体的な部活動をまとめた。今後、これらの

活動を中心に試行実施しながら、継続的な利活用に向けた検討を行うのが望ましい。 

 ④区民集会所そのものの周知や利便性の向上など、根本的な課題にも対応する必要がある。 

 

３ 今後の取組み案 

地域住民が気軽に集まることができる立地を活かし、地域主体のコミュニティの維持・

形成、地域課題に取り組む住民同士の交流と活動の拠点として、以下の取組みを試行する

ことで区民集会所の有効活用を図る。 

 

【羽根木区民集会所 利活用の３つのパターン（ワークショップ第２回のまとめより）】 

 

 
 新しい利用のかたち 従来型の利用方法 
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（１）（仮称）「地域の部活動」の試行的運営 

地域主体の活動を生み発展を促すとともに、地域人材や担い手を発掘する役割を担う。 

 ①試行的運営方法（イメージ） 

・ワークショップ参加者を中心に運営組織を立ち上げる。 

・２～３名程度の新たに始めたい活動を募り「部活動」として登録する。 

・当面は、区が「地域自主運営枠」として場所を提供する。 

・１つの部屋で複数の「部活動」が行われるようにすることで、顔見知りになり、互いの

活動に参加し合ったり、譲り合ったりする関係性をつくる。 

・参加人数が増えてきた「部活動」は、けやきネット登録を行い通常の利用に移行する。 

 ②検討課題（主に運営組織内で検討していく予定） 

・運営組織の構成、役割、協議事項、開催頻度 

・部活動登録の条件・スケジュール調整・広報のルール 

  ・参加費や会費、助成事業の活用など活動費の調達方法 

  ・新たな部活動や担い手等の募集方法 

 ③仮称「地域の部活動」運営支援 

・運営組織の立ち上げ・運営に際し、区は、地域住民が主体となって中長期的に自立した

運営を継続することができるよう伴走支援を行う。住民主体のまちづくりに精通し、

経験・実績のある事業者に依頼する（令和７年度概算経費 １,４９７千円（予定））。 

・施設の維持管理は、従来どおり区が行う。 

【維持管理経費（令和７年度概算経費）】 

３，０４７千円  内訳：施設管理委託料      １，４４９千円 

     警備費            ５９４千円 

     清掃費            ３７０千円 

     管理組合費及び修繕積立金   ５０５千円 

光熱水費（令和５年度実績）  １２９千円 

（２）けやきネット登録団体の利用率向上 

今回の検討を通じて、高齢者向けの活動やスポーツ関連の活動などの新規利用、既存の

利用団体の利用拡充の申入れ等もあるため、より積極的に広報や空間環境等の工夫を 

行うことで定期的・継続的な利用につなげる。 

・利用促進用のチラシ・ポスター、区ホームページや SNS による広報の充実 

・羽根木区民集会所の入口に利用用途、利用方法の案内を掲示 

・地域活動を促進する資料（活動紹介、メンバー募集等）等の掲出・配架 

・利用促進に資する備品（麻雀卓等）の確認・設置 

（３）取組みの評価と判断 

   当面は利用率４０％、「１件あたりの総コスト」の全区民集会所平均値を目標に取組みを

進め、令和９年度の世田谷区公共施設総合管理計画改訂検討の中で、地域コミュニティ

や地域課題への寄与も含め、取組みの評価を行い羽根木区民集会所のあり方を総合的に

判断する。 
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４ 今後のスケジュール（予定） 

令和７年２月～ ワークショップ結果報告及び区の方向性についての住民説明会 

（仮称）「地域の部活動」運営組織立ち上げ準備会の設置 

マンション管理組合と利用条件について協議 

４月～ （仮称）「地域の部活動」として活動、運営管理を試行的実施 

令和７年度中  準備会の合意を得て、運営組織による本実施 

 

 

【参考：施設概要】 

世田谷区立羽根木区民集会所 

所 在 地  羽根木２丁目８番６号 東松原ハイム内 1 階部分 

用  途  集会施設（建物の主要用途は共同住宅） 

専有面積  ９６．２４㎡（区分所有） 

構  造  鉄筋コンクリート造 

用途地域  近隣商業地域 

竣  工  昭和５９年４月 

そ の 他  下表のとおり 

部屋名称 定員 面積 利用目的 

第１会議室 ３０名 34.48 ㎡ 

会議・学習会 俳句・詩歌 手芸 華道 

囲碁・将棋 絵画 書道 健康麻雀 
第２会議室

（和室） 

※P タイル 

１０名 20.70 ㎡ 
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